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Hieratic Database Project: https://wdb.jinsha.tsukuba.ac.jp/hdb/
近代⽇本語⽂典集成: https://wdb.jinsha.tsukuba.ac.jp/jgt/
(繪⼊智慧の環 初編下 詞の巻 » 5ウ-6オ: https://wdb.jinsha.tsukuba.ac.jp/jgt/gallery/furukawa1870-vol1-2/7)
Sumero-Akkadian Cuneiform Tablets: https://wdb.jinsha.tsukuba.ac.jp/xsux/
第1部：概説
‹ はじめに 上へ 1-1. International Image Interoperability Framework (IIIF) ›
IIIF、Cantaloupe、Drupal について簡単にご紹介します。
1-1. International Image Interoperability Framework (IIIF)
[コラム] IIIF 画像 API に依拠しない画像を使った IIIF マニフェスト
1-2. Cantaloupe: High-performance dynamic image server in Java
[コラム] Cantaloupe をローカルで動かしてみる
1-3. Drupal
1-1. International Image Interoperability Framework (IIIF)






IIIF Image API 2.1.1
https://iiif.io/api/image/2.1/
※最新は 3.0 [3.0での変更点]
IIIF Presentation API 2.1.1
https://iiif.io/api/presentation/2.1/
※最新は 3.0 [3.0での変更点]
IIIF Authentication API 1.0
https://iiif.io/api/auth/1.0/





[コラム] IIIF 画像 API に依拠しない画像を使った IIIF マニフ
ェスト
‹ 1-1. International Image Interoperability Framework (IIIF) 上へ 1-2. Cantaloupe: High-performance dynamic image server in
Java ›
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1-2. Cantaloupe: High-performance dynamic image server in
Java

















上へ 1-3. Drupal ›‹ 1-2. Cantaloupe: High-performance dynamic image server in
Java
以下は⼿元に Java 実⾏環境がある⽅向けです。java が動けば、Windows でも Mac でも（もちろん Linux でも）同じように実⾏で
きるはずです。
1. 画像配置ディレクトリを決めます。ここでは Mac を想定して仮に /Users/me/Desktop/images/  とします。画像配置ディレ
クトリ内に、事前に⽤意した画像ファイルを置いてください。
2. Cantaloupe サーバのアーカイブを公式サイト https://cantaloupe-project.github.io/ からダウンロードし、画像配置ディレクトリ
内に展開します。展開したディレクトリ名をここでは cantaloupe-4.1.6  とします。
3. cantaloupe-4.1.6  内にある設定ファイルのサンプル cantaloupe.properties.sample  を cantaloupe.properties  とい
う名前でコピーします。
4. cantaloupe.properties  をテキストエディタで開き、139⾏⽬の FilesystemSource.BasicLookupStrategy.path_prefi
x  に画像配置ディレクトリの名前をセットします。末尾のスラッシュが必要であることに注意してください。
FilesystemSource.BasicLookupStrategy.path_prefix = /Users/me/Desktop/images/
5. コマンドライン（ターミナル／コマンドプロンプト）から以下のようにして Cantaloupe を実⾏します。cd コマンドで移動す
る先のディレクトリ名は各⾃読み替えてください。
$ cd /Users/me/Desktop/images/cantaloupe-4.1.6 
$ java -Dcantaloupe.config=cantaloupe.properties -Xmx2g -jar cantaloupe-4.1.6.war
6. ブラウザで以下のURLにアクセスしてください（ iiif/2/  は IIIF 画像 API バージョン2の「エンドポイント」）。画像ファイル
名 1.jpg  の部分は適宜読み替えてください。ファイル名の⼤⽂字と⼩⽂字は区別されます。無事画像が表⽰されればOKで
す。
http://localhost:8182/iiif/2/1.jpg/full/full/0/default.jpg
注意：jpegファイルの内部形式の違いによって、時々 500 Internal Server Error が発⽣するようです。エラーメッセージが "Not a





8. サーバを⽌めるときは Ctrl+C を押してください。
1-3. Drupal




















第2部：Drupal と Cantaloupe を使ったデジタルアーカイブ
システムの開発
‹ 1-3. Drupal 上へ 2-1. 開発⽅針 ›
今回構築した、Drupal によるデジタルアーカイブ管理システムについてご紹介します。
2-1. 開発⽅針
2-2. Drupal 8 ⽤ IIIF モジュールの開発
2-1. 開発⽅針
上へ 2-2. Drupal 8 ⽤ IIIF モジュールの開発 ›‹ 第2部：Drupal と Cantaloupe を使ったデジタルアーカイ
ブシステムの開発
開発意図






対応するメディアはひとまず IIIF 画像（Image API 経由）のみ
別途 IIIF 画像サーバとして Cantaloupe を利⽤する
JSON-LD データのエクスポート機能の実装：RESTful Web Services モジュール
データの⼀括取り込み機能の実装：CSV Importer モジュール
既存の拡張モジュールで対応できない部分＝IIIFマニフェストの⽣成機能を独⾃モジュールとして開発
2-2. Drupal 8 ⽤ IIIF モジュールの開発
‹ 2-1. 開発⽅針 上へ 第3部：システム体験 ›







定義済みフィールド: Identifier / Attribution / Description / License / Logo ほか
iiifnodetype_media
Omeka における「メディア」相当


























Cantaloupe に画像を登録して、IIIF 画像 API を使って画像を取得してみます。システム上では Cantaloupe 画像サーバが稼働してお
り、特定のフォルダにファイルをアップロードするだけで、特定の URL を通じて画像を取得することができます。
上へ リフレッシュ New folder アクション アップロード



















1004 1005 1007 1009 1012
1013 1015 1016 1017 1020
1022 1026 1029 1031 1034
1036kawa 1040 1042 1044swk 1048_nobu
1. 上のファイルマネージャー画⾯で、最上階層（ <home>の中）に⾃分⽤のサブディレクトリを作ります。すでに sample  とい
うディレクトリがありますが、これと同じ並びに空のディレクトリを作成してください。ディレクトリ名は、他の⽅と衝突し
ないものにしてください。以下ではサブディレクトリ名として sample  を例に説明します。
2. ⾃分で作ったサブディレクトリをダブルクリックして開き、ローカルに置いてある画像ファイル（jpg）をファイルマネージ
ャー上にドラッグ＆ドロップして画像をアップロードします。ここではアップロードしたファイルの名前を仮に 1.jpg  とし
ます。
3. ブラウザで以下のURLにアクセスします。 sample  はご⾃分のディレクトリ名に、 1.jpg  はご⾃分のファイル名に置き換えて





上の例で⾔うと、 {identifier}  が ws%2Fsample%2F1.jpg  に、 {region}  が最初の full  に、 {size}  が2番⽬の full
に、 {rotation}  が 0  に、 {quality}.{format}  が default.jpg  に、それぞれ該当します。
※注意：jpegファイルの内部形式の違いによって、時々 500 Internal Server Error が発⽣するようです。エラーメッセージが
"Not a JPEG file: starts with 0xff 0xff" 等と表⽰されます。この場合は、いったん当該ファイルをなんらかの画像ソフトで開
き、別名で保存してから再度アップロードしてみてください。少なくとも和氣の環境では PhotoShop で保存し直したらう
まくいきました。この問題のサーバ側での対処法は現在調査中です。
4. また、以下のURLで、画像情報が表⽰されます。これは Cantaloupe が⾃動的に⽣成しています。
https://iiif.jinsha.tsukuba.ac.jp/c/iiif/2/ws%2Fsample%2F1.jpg/info.json
‹ 第3部：システム体験 上へ 3-2. システムへの資料情報登録 ›
5. 画像URL末尾のパラメータ部分 /full/full/0/default.jpg  をいろいろ変えてみます。以下は sample  に⼊っている画像
を、いくつかパラメータを変えて取得してみたものです。ワークショップ当⽇に⼝頭で若⼲説明を加えますが、詳しくは IIIF














IIIF image URI：IIIF画像のURI。先ほど Cantaloupe に登録したもの
なお、IIIF image URI は {scheme}://{server}{/prefix}/{identifier}  の形式、すなわちファイル名までの⽂字列を⼊⼒し
てください。"/info.json" あるいは "/full/full/0/default.jpg" 等は⼊⼒しないでください。以下は例です。 sample  はご⾃分のデ

















10. IIIF manifest URI をクリックするとマニフェストが表⽰されます。マニフェストURIは（Identifierがユニークであれば）固有の⽂
字列になっています。このマニフェストを外部ビューア等に読み込ませることで外部ビューアで資料情報と画像を表⽰するこ
とが可能です。以下は Universal Viewer の公式サイトの URL です。ここにあるマニフェスト読み込みテキストボックスにご⾃分
のマニフェストのURLを貼り付けて、マニフェストを読み込ませてみてください。
https://universalviewer.io/




























Drupal, Cantaloupe, Fedora（リポジトリ管理）, Solr（全⽂検索）等々をパッケージしたデジタル資産管理システム。全体の構成は
以下を参照。
https://islandora.github.io/documentation/technical-documentation/diagram/
かなり⼤規模な構成ではあるが、構築済みの VirtualBox仮想マシン（ゲスト OSは Ubuntu）も配布されているので、これを使えば
⽐較的⼿軽に利⽤開始できる。
その他、デジタル資産管理システム Digital Asset Managementというキーワードで検索すると⾊々とヒットするので、必要に応じて
こちら⽅⾯を探してみるのもひとつの⽅法。
当⽇の参加者が体験作成したサンプルアーカイブ 
